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に
改
め
、
同
表
備
考
第
九
号
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
、「
第
五
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表

備
考
第
十
号
と
し
、
同
表
備
考
第
八
号
を
同
表
備
考
第
九
号
と
し
、
同
表
備
考
第
七
号
中
「
第
九
号
」
を「
第
十
号
」

に
改
め
、
同
号
を
同
表
備
考
第
八
号
と
し
、
同
表
備
考
第
六
号
を
削
り
、
同
表
備
考
第
五
号
中
「
受
け
よ
う
と
す
る

者
」
の
下
に「（
小
学
校
教
諭
の
特
別
免
許
状
を
有
す
る
者
で
こ
の
表
の
規
定
に
よ
り
小
学
校
教
諭
の
一
種
免
許
状
の

授
与
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
表
備
考
第
七
号
と
し
、
同
表
備
考
第
四
号
中
「
第

四
欄
の
単
位
数
」
の
下
に「（
第
四
号
に
規
定
す
る
も
の
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
表
備
考
第
六
号
と
し
、
同

表
備
考
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

専
修
免
許
状
に
係
る
第
四
欄
に
定
め
る
単
位
数
の
う
ち
十
五
単
位
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
の
課
程
又
は
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）の
専
攻
科
の
課
程
に
お
い
て
修
得
す
る
も
の
と
す
る
（
別
表
第
五
の
第
三
欄
並
び

に
別
表
第
六
及
び
別
表
第
七
の
第
四
欄
の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。）。

五

一
種
免
許
状
（
高
等
学
校
教
諭
の
一
種
免
許
状
を
除
く
。）に
係
る
第
四
欄
に
定
め
る
単
位
数
は
、
短
期
大

学
の
専
攻
科
で
文
部
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
の
課
程
に
お
い
て
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
別
表
第
五
の
第

三
欄
並
び
に
別
表
第
六
及
び
別
表
第
七
の
第
四
欄
の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。）。

別
表
第
四
中
備
考
第
三
号
を
備
考
第
五
号
と
し
、
備
考
第
二
号
を
備
考
第
四
号
と
し
、
備
考
第
一
号
の
次
に
次
の

二
号
を
加
え
る
。

二

専
修
免
許
状
に
係
る
第
三
欄
に
定
め
る
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目
の
単
位
は
、
大
学
院
の
課
程
又
は

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）の
専
攻
科
の
課
程
に
お
い
て
修
得
す
る
も
の
と
す
る
。

三

中
学
校
教
諭
の
一
種
免
許
状
に
係
る
第
三
欄
に
定
め
る
科
目
の
単
位
数
は
、
短
期
大
学
の
課
程
及
び
短
期

大
学
の
専
攻
科
で
文
部
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
の
課
程
に
お
い
て
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
単
位
数
か
ら
中
学
校
教
諭
の
二
種
免
許
状
に
係
る
同
欄
に
定
め
る
科
目
の
各
単
位
数
を
そ
れ

ぞ
れ
差
し
引
い
た
単
位
数
に
つ
い
て
は
、
短
期
大
学
の
専
攻
科
の
課
程
に
お
い
て
修
得
す
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
五
第
一
欄
中
「
家
庭
実
習
」
の
下
に
「
、
情
報
実
習
」
を
、「
水
産
実
習
」
の
下
に
「
、
福
祉
実
習
」
を
加

え
、
同
表
備
考
第
四
号
を
削
り
、
同
表
備
考
第
五
号
を
同
表
備
考
第
四
号
と
す
る
。

（
教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
八
項
、
第
二
十
一
項
及
び
第
二
十
三
項
中
「
家
庭
実
習
」
の
下
に
「
、
情
報
実
習
」
を
、「
水
産
実
習
」
の

下
に
「
、
福
祉
実
習
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
教
育
職
員
免
許
法
第
十
七
条
の
二

の
改
正
規
定
は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
文
部
省
令
で
定
め
る
情
報
の
教
科
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
も
の
に
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
教
育
職
員
免
許
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。）第
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
法
に

規
定
す
る
高
等
学
校
教
諭
の
情
報
の
教
科
に
つ
い
て
の
一
種
免
許
状
を
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
教
育
職
員
免
許
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
り
、
数
学
、
理

科
、
看
護
、
家
庭
、
農
業
、
工
業
、
商
業
若
し
く
は
水
産
の
教
科
又
は
教
科
の
領
域
の
一
部
に
係
る
事
項
で
旧
法

第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
文
部
省
令
で
定
め
る
も
の
（
文
部
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
高
等
学
校

教
諭
の
普
通
免
許
状
の
授
与
を
受
け
て
い
る
者

二

教
育
職
員
免
許
法
施
行
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
前
号
に
掲
げ
る
教
科
に

つ
い
て
高
等
学
校
教
諭
の
普
通
免
許
状
の
交
付
又
は
授
与
を
受
け
て
い
る
者

３

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
又
は
教
育
職
員
免
許
法
施
行
法
の
規
定
に
よ
り
公
民
、
看
護
又
は
家
庭
の
教
科

に
つ
い
て
高
等
学
校
教
諭
の
普
通
免
許
状
の
授
与
又
は
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
文
部
省
令
で
定
め
る
福
祉
の
教
科
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
も
の
に
は
、
新
法
第
五
条

第
一
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
教
諭
の
福
祉
の
教
科
に
つ
い
て
の
一
種
免
許
状

を
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
日
香
村
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生
活
環

境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

小
渕

恵
三

法
律
第
三
十
号

明
日
香
村
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生

活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

明
日
香
村
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生
活
環

境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
五
年
法

律
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
平
成
十
一
年
度
」
を
「
平
成
二
十

一
年
度
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

小
渕

恵
三

大
蔵
大
臣

宮
澤

喜
一

農
林
水
産
大
臣

玉
沢
徳
一
郎

建
設
大
臣

中
山

正
暉

自
治
大
臣

利

耕
輔

４

旧
法
別
表
第
三
備
考
第
六
号
の
規
定
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
法
別
表
第
三
、
別
表
第
六

又
は
別
表
第
七
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
専
修
免
許
状
の
授
与
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、

こ
の
法
律
の
施
行
の
時
に
お
い
て
、
当
該
専
修
免
許
状
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
一
種
免
許
状
に
係
る
こ
れ
ら
の
表
の
第
三
欄
に
定
め
る
最
低
在
職
年
数
を
満
た
し
て
い
た
者
で
あ
る
場
合

に
つ
い
て
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

５

旧
法
別
表
第
五
備
考
第
四
号
の
規
定
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
法
別
表
第
五
の
規
定
に
よ

り
同
表
第
一
欄
に
掲
げ
る
専
修
免
許
状
の
授
与
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
時
に
お
い
て
、
当

該
専
修
免
許
状
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
一
種
免
許
状
に
係
る
同
表
第

二
欄
に
定
め
る
最
低
在
職
年
数
を
満
た
し
て
い
た
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

６

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
教
育
職
員
免
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

７

教
育
職
員
免
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
十
一
項
中
「
備
考
第
七
号
か
ら
第
九
号
」
を
「
備
考
第
八
号
か
ら
第
十
号
」
に
改
め
る
。

（
中
央
省
庁
等
改
革
関
係
法
施
行
法
の
一
部
改
正
）

８

中
央
省
庁
等
改
革
関
係
法
施
行
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
百
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
教
育
職
員
免
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
百
十
四
条
の
二

教
育
職
員
免
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
二
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
に
お
い
て
文
部
省
令
」
を
「
に
お
い
て
文
部
科
学
省
令
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「（
文
部

省
令
」
を「（
文
部
科
学
省
令
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
文
部
省
令
」
を
「
文
部
科
学
省
令
」
に
改
め
る
。

文
部
大
臣

中
曽
根
弘
文

内
閣
総
理
大
臣

小
渕

恵
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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